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近年、電子の電気的性質と磁気的性質の両

方を利用するスピントロニクスという分野が

注目を集めている。スピンは磁性の源とされ

ており、電気信号や光パルスで制御すること

で省電力、高速動作するデバイスへの応用が

期待されている。中でも InGaAs 量子井戸はス

ピンを励起するための光の波長が通信波長帯

（1.5 μm帯）に相当することから将来光通信

デバイスへの応用が可能とされている。しか

しながら InGaAs 量子井戸における時空間ス

ピンダイナミクスを評価する研究は少なく、

また顕微光学系を用いた時空間分解測定はほ

とんど行われてこなかった。今回我々は

InGaAs 量子井戸における電子スピンの時空

間ダイナミクスを計測できる光学測定系を構

築した。 

測定光学系を Fig. 1 に示す[1]。この光学系は

大きく分けて波長切り出し光学系、時間分解

測定系、空間分解測定系の 3 つで構成されて

いる。波長切り出し系では回折格子を用いて

パルスレーザを波長毎に分散させた後、低波

長側の光のみλ/2板を用いて偏光角を変えて

いる。この工程により、後々レーザ光を偏光

ビームスプリッタで波長域の異なる 2 つのビ

ームに分割できる他、低波長の光はスピンを

励起するポンプ光、長波長の光はスピンを検

出するプローブ光として扱うことができる。

時間分解測定系はディレイステージを用いて

ポンプ光とプローブ光のパルスが試料に到達

するまでの時間差を作ることでスピンの時間

変化を測定できる。空間分解測定系では制御

ミラーの角度を操作し試料表面上の励起位置

を変えることでスピンの空間分布を測定でき

る。Fig. 2 にスポットサイズが数 μm以下の局

所領域を測定した時間分解測定結果を示す。

励起位置を変えた空間スキャンも行うことで、

スピンの時間・空間ダイナミクス測定が可能

となり、スピン軌道相互作用を決定付けるス

ピン軌道相互作用パラメータを解析できるこ

とを明らかにした。 

 

Fig.1 スピン測定光学系 

 

Fig.2 時間分解測定結果 
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